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予算の基礎知識 ３

１年間のお金の使い道、それが予算です。
市では、お金の使い道を毎年４月から翌年の３月までの年度単位で考えます。
この１年間に市に入ってくる収入を見積もり、収入の範囲内で市が行っているいろいろな仕

事（福祉、教育、ごみ処理、道路整備、消防など）にどのくらいのお金を使うかという支出の
計画を立てます。これを「予算」といい、市の仕事は、この予算に従って行われます。

予算の基礎知識

「予算」とはなんですか？

予算はどのように決めるの？

市民の皆さんに納めていただく税金、公民館やスポーツ施設などの使用料、国や県からの補
助金などがどのくらい入ってくるのかという見積もりをします。

日頃、市民の皆さんから寄せられる意見や要望も取
り入れながら、次年度の仕事の予定を立て、その仕事
に必要な金額を見積もります。見積もった収入ですべ
ての仕事ができればよいのですが、とても収入の範囲
には収まりません。

そこで、市民生活を守るために緊急性や必要性が高
いかどうか検討し、優先度が高いと判断したものにつ
いて、第３次船橋市総合計画との整合を図りながら次
年度に行う仕事を決め、予算案を作成します。

お金の使い道を決めることはとても大切なので、市
民の代表で構成される市議会で審議してもらい、議決
を受けてはじめて予算が決まります。

決まった予算は変えられないの？

４月から翌年の３月までの１年間の予算は、３月に市議会での議決を受けて決まります。こ
れを「当初予算」と言います。

しかし、年度の途中で国が新たな制度を作ったり、台風などの災害が起こったり、社会情勢
の変化や想定できなかったことが生じることもあります。

年度の途中でも、その変化や想定外のことに対応するために、追加の予算を作ります。これ
を「補正予算」と言います。補正予算も当初予算と同じく市議会の議決を受けて決まります。

予算案提出

議 決

支 出

収 入

予算編成方針 8月

予算要求 1 0月

市⾧査定 1月下旬

予算案審議 2月下旬

当初予算成立 3月下旬

市
役
所
の
作
業

市
議
会
の
審
議



市の基本的な仕事（福祉、教育、ごみ処理、道路整備、消防など）を行うための会計です。
一般的に市の予算と言えば「一般会計」をさし、市税を主な財源としています。
令和8年度の予算規模は、2706億4000万円で前年度比5.4％の増となりました。

予算の規模と会計の仕組み

特定の収入（国民健康保険料、介護保険料など）がある、特定の目的のための予算を経理す
る会計を「特別会計」と言います。

お金の出し入れをわかりやすくするために一般会計と財布を分けて管理します。

一般会計

市が企業的性格を持った事業（市場、病院、下水道）を経営するための予算を経理する会計
を「公営企業会計」と言います。事業の収入を主な財源としています。

特別会計と同様にお金の出し入れをわかりやすくするために、一般会計や特別会計と財布を
分けて管理します。

一般会計予算額の推移

公営企業会計

特別会計
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令和８年度予算額

　国民健康保険事業 　　５１１億３４００万円

　公共用地先行取得事業 　　　１５億２１００万円

　船橋駅南口市街地再開発事業 　　　　６億９８００万円

　介護保険事業 　　５７１億３４００万円

　母子父子寡婦福祉資金貸付事業 　　　　　　７２００万円

　後期高齢者医療事業 　　１１８億６１００万円

計 　１２２４億２０００万円

区分

特
別
会
計

令和８年度予算額

　地方卸売市場事業 　　　１４億６６００万円

　病院事業 　　２３８億４２００万円

　下水道事業 　　４１２億５５８２万円

計 　　６６５億６３８２万円

区分

公
営
企
業
会
計



市債として借りた
お金の返済金など

市の歳出（１年間の市の支出）を経費の目的に着目して分類すると、下のグラフのようにな
ります。

子育て支援や高齢者
福祉、生活保護など
の福祉にかかるお金

保健・医療やごみ処理
などにかかるお金

小・中学校、市立高校、公民館、
スポーツ施設の建設、維持管理
などにかかるお金

消防や産業の振興
などにかかるお金

民生費
1298億3160万円

48.0％

衛生費
209億

2380万円
7.7％

教育費
350億740万円

12.9％

土木費
264億6540万円

9.8％

総務費
206億

7170万円
7.6％

公債費
220億240万円

8.1％

その他
157億

3770万円
5.9％

2706億4000万円

令和８年度
予算額

≪目的別経費の内訳≫

目的別経費による内訳

一般会計歳出 ５

一般会計歳出

市の支出にはどんなものがあるの？

道路や河川の整備、
維持などにかかるお金

市役所の全般的な
運営や徴税などに
かかるお金



市の歳出を経費の性質に着目して分類すると、下のグラフのようになります。

義務的経費・・・法令などにより支払いが義務付けられていて、減らすことが難しい経費
投資的経費・・・道路、橋、公園、学校などの建設や大規模な修繕などの経費

投 的資
経費

の

そ

他
の

経
費

義
務

経
的

費

性質別経費による内訳

扶助費
806億3113万円（29.8%）

児童福祉や生活保護など
にかかるお金

人件費
469億7139万円（17.4%）

職員の給料などにかかる
お金

市債として借りたお金の
返済金など

公債費
220億660万円（8.1%）

普通建設事業費
265億8838万円（9.8％）

学校や公園、道路などの公共
施設や都市基盤の整備などに
かかるお金

物件費
446億4064万円（16.5％）

光熱水費や施設の管理など
にかかるお金

繰出金
228億2323万円（8.4％）

特別会計などに支出する
お金

その他
65億2862万円（2.4％）

2706億4000万円

令和８年度
予算額

≪性質別経費の内訳≫

義務的経費・投資的経費とは…

補助費等
204億5001万（7.6％）

公益的な事業に対する
補助金などにかかるお金

一般会計歳出6



予算額を10年前と比較すると歳出全体で583億円も増えています。そのうち最も増加額の
大きい義務的経費である扶助費は、児童手当や障害者福祉費などの社会保障経費の増加によ
り、10年前に比べ274億円増加しています。

一般会計 歳出予算額の推移（性質別）

一般会計歳出 ７

性質別経費の推移



市の歳入（１年間の市の収入）のうち、最も大きいものは「市税」です。また、国や県から
もらう「国庫支出金」や「県支出金」、借入金である「市債」などがあります。

これらの収入は、使い道が自由な「一般財源」と使い道が決められている「特定財源」に分
けられます。

一般財源は、市が受け取る時点で使い道が決まっていないお金のことで、市税や地方交付税
などがあります。

特定財源は、市が受け取る時点で使い道が決まっているお金のことで、道路などの建設事業
に使うために国からもらう補助金や、公共施設の改修工事などに使うために国や銀行から借り
る市債などがあります。

市民の皆さんの様々なニーズにお応えする仕事を行うためには、使い道を自由に決めること
ができる「一般財源」の確保が重要です。

2706億
4000万円

令和８年度
予算額

38.1%

特
定

財
源

財

般

源

一

61.9%

市民税、固定資産税、
都市計画税など、
市民の皆さんに納めて
いただく税金

国や銀行から借りるお金

地方譲与税など

国からの補助金など

県からの補助金など

地方消費税の一部が人口など
に応じ交付されるお金

公民館、スポーツ施設の
使用料、ごみ処理手数料
など

保育料など

地方消費税交付金
177億9960万円（6.6％）その他一般財源

201億3699万円（7.5％）

国庫支出金
519億1730万円（19.2％）

県支出金
191億4350万円（7.1％）

使用料及び手数料
46億4740万円（1.7％）

分担金及び負担金
13億6340万円（0.5％）

市税
1171億5550万円
（43.3％）

地方交付税
123億2860万円（4.5％）

市債
203億4060万円（7.5％）

その他特定財源
58億711万円（2.1％）

一般会計歳入

一般会計歳入8

市の収入にはどんなものがあるの？

行政サービスの格差をなくす
ために国から交付されるお金



市税は、市の歳入の約半分を占めています。そのうち、「個人市民税」と「固定資産税」が
多くを占めています。市税の中では、景気の影響を受けやすい「法人市民税」の割合が低いこ
とから、比較的変動の少ない歳入構造が本市の特徴です。

１１７２億円

市税

個人市民税 市民の皆さんに納めていただく税金

都市計画税

土地・家屋・償却資産（事業用の機械など）にかかる税金固定資産税

市内に事業所等がある法人に納めていただく税金法人市民税

軽自動車や原付バイクなどにかかる税金

市たばこ税 たばこの製造業者などが市内の小売販売者に売り渡した「たばこ」にかかる税金

事 業 所 税 都市環境の整備などの費用に充てるため事業所などに納めていただく税金

下水道・道路などを整備する都市計画事業の費用に充てるための税金

軽自動車税

個人市民税
523億円

（44.7％）

固定資産税
431億円

（36.8％）

法人市民税
58億円（5.0％）

軽自動車税
8億円（0.6％）市たばこ税

39億円（3.4％）

事業所税
23億円（1.9％）

都市計画税
90億円
（7.6％）

市税の内訳

一般会計歳入 ９

市税の概要



①ごみの収集・処理にかかる予算

皆さんが納める税金や国や県からの補助金がどんな事業にどのくらい使われているかを市民
生活に身近な予算を例に紹介します。

③保育所の管理運営にかかる予算

②消防・救急にかかる予算

④公園の整備・維持管理にかかる予算

⑤介護保険サービスにかかる予算

市民生活に身近な予算の内訳

市民生活に身近な予算の内訳１０

ごみの収集や焼却にかかる人件費や清掃工場の運営費などで年間70億円かかります。
世帯数309,873世帯（令和８年２月現在）

1世帯あたりにすると年額22,688円です。

市税など

18,573円

使用料・手数料

4,103円

その他

12円

消防活動や救急活動にかかる人件費や消防車両の維持費などで年間69億円かかります。
人口650,758人（令和８年２月現在）

市民1人あたりにすると年額10,544円です。

市税など

10,469円

国・県補助金

2円

その他

73円

認可保育所の管理運営にかかる人件費や施設の維持費などで年間245億円かかります。
入所児童数12,155人（令和８年推計）

入所児童1人あたりにすると年額2,017,417円です。

公園の整備や維持管理にかかる費用などで年間39億円かかります。
人口650,758人（令和８年２月現在）

市民1人あたりにすると年額5,925円です。

市税など

3,278円
地方債

1,911円

国・県補助金

367円

その他

369円

介護サービス・介護予防の実施等にかかる費用などで年間571億円かかります。
要介護・要支援認定者数35,045人（令和８年推計）

対象者1人あたりにすると年額1,630,304円です。

介護保険料

789,596円
国・県補助金

585,205円

市税など

253,680円

その他

1,823円

市税など

1,100,145円

国・県補助金

768,390円

保育料

135,531円

その他

13,351円



毎月の収入

給 与 ３９８，０００円

（うち基本給〈市税〉:２０６，０００円）
（うち諸手当〈地方譲与税、地方消費税交付金、

国・県支出金など〉:１９２，０００円）

毎月の支出

家 賃 収 入 ２１，０００円

分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入など

親からの仕送り ２１，０００円

地方交付税

借 入 金
市債

４７６，０００円

８２，０００円

人件費

医 療 費 な ど １４２，０００円

扶助費

光 熱 水 費 や 電 話 代
な ど の 生 活 費 １２６，０００円

物件費、補助費等、維持補修費など

子どもへの仕送り ４０，０００円
他会計への繰出金

家の増改築費 ４７，０００円

普通建設事業

ローン（借金）の返済 ３９，０００円

公債費

４７６，０００円

市の予算額（一般会計）は、2706億4000万円と非常に大きいため、額を縮小して市の予算を
家計簿に置き換えてみました。給与年収478万円（※）（給与月収398,000円）であらわしてい
ます。

※年収478万円は、国税庁が調査した令和6年分民間給与実態統計調査の平均給与額

３６，０００円

船橋市の家計簿

船橋市の家計簿 １１

合 計 合 計

食 費



収入に対する公債費の占める割合
で、数字が小さいほどその年度の借金
返済の負担が小さいということです。

令和6年度決算では、固定資産税等
の市税が増加したことなどによって収
入が増え、3.6％になっており、県内
54市町村中11番目に小さく、全国の
中核市62市中でも19番目の小ささで
す。

市の実質的な借金から貯金などを
除いた額が、収入の何年分かを示した
もので、数字が小さいほど将来の借金
返済の負担が小さいことを示していま
す。

令和6年度決算では、令和5年度と
同様、借金の返済が進んだことなどに
よって、将来返済する予定である借金
を貯金などで十分返済可能となったた
め「－」で表示していますが、将来の
財政需要に備えるため、今後も堅実な
財政運営が必要となっていきます。

船橋の財政状況はいいの？

市の貯金、借金などの状況や、市の財政の健全化を図る指標を他市との比較を交え説明します。

実質公債費比率

船橋市の財政状況

船橋市の財政状況１２

平成19年に、自治体の財政破綻を未然に防ぐ
ことを目的とした「地方公共団体の財政の健全
化に関する法律」が制定されました。

自治体財政の早期健全化や再生の必要性を判
断する「健全化判断比率」として、４つの財政
指標があります。

これらの指標のうち１つでも国が定めた基準
（早期健全化基準）以上の数値になった場合に
は、財政健全化計画を策定し、財政状況改善の
方策を議会の承認を受けたうえで公表する必要
があります。船橋市は現在のところ、いずれの
指標もこの基準を下回っています。このうち特
に大切な２つの指標を説明します。

将来負担比率

実質公債費比率

指標 船橋市 中核市平均
早期健全化

基 準

実質公債費比率 3.6 5.4 25.0

将来負担比率 - 33.1 350.0

実質赤字比率 - - 11.25

連結実質赤字比率 - - 16.25

（令和6年度決算  単位：％）健全化判断比率

実質公債費比率

将来負担比率
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将 来 の 市 民

負担ゼロ負担ゼロ 負担ゼロ負担ゼロ 負担ゼロ負担ゼロ財政負担財政負担

市債(借金)を活用しないと・・・公共施設を整備する年度の市民が全額負担し、将来の市民は負担なし

市債(借金)をして・・・将来の市民も整備費用を公平に負担します

将 来 の 市 民

今までいくら借りて、何に使ってきたの?

「借金は少ない方が良い」と考えるのは当然ですが、学校や公園などの公共施設の整備には
多額の費用が必要です。これらの費用を１年間の予算だけで賄ってしまったら、その１年は他
の仕事ができなくなってしまいます。

また、学校や公園などは⾧い期間たくさんの市民が使いますが、１年間の予算で整備してし
まうと、将来の市民は整備費用の負担なしに施設を利用できることになります。

そこで、「市債」という借金をして、１年間の整備費用の負担を小さくし、何年にもわたり
返済することで、施設を利用する将来の市民にも整備費用を公平に負担してもらうことができ
ます。

市債の残高は、令和６年度末に、一般会計で1632億円、全会計で2872億円となっていま
す。その使い道は、学校や公民館、道路、下水道といった施設の整備や改修が中心です。近
年は、公共施設の大規模改修や道路・河川などの整備に多く使われています。また、「臨時
財政対策債」の残高が高い割合を占めています。

１３船橋市の財政状況

なぜお金を借りるの？

●総務債……………出張所、防災施設の整備、東葉高速鉄道への出資など
●民生債……………障害者・老人・児童福祉施設、保育所の整備など
●衛生債……………清掃工場、リハビリテーション病院の整備など
●土木債……………道路、橋りょう、公園、河川の整備など
●教育債……………小・中学校、高等学校、公民館の整備など
●臨時財政対策債…国が地方に交付する地方交付税の一部について、市が代わりにする借金で、返済

にかかる費用は将来の地方交付税に加算されて交付されます

総務債 44 民生債 97 

衛生債
220 

土木債
342 

教育債
330 

その他 43 

臨時財政対策債
556 

船橋駅南口市街地再開発
18 その他 24 市場 10 病院 88 

下水道
1,100 

特別会計・企業会計 1240億円一般会計 1632億円

令和６年度末現在 市債残高



全国の自治体の予算の作り方をみると、介護サービス事業や区画整理事業などを一般
会計で行ったり、特別会計や企業会計で行ったりとバラバラな部分があります。

そこで、自治体間で比較できるようにした統一的な基準となる会計区分を「普通会
計」と言います。

近年の市債の残高は?

船橋市の財政状況１４

市債残高の推移

令和６年度末の市債残高は、普通会計で1651億円、市民一人あたりの金額は254,219円となり
ます。これは全国の中核市62市（平均377,715円）の中では11番目に少ない額となります。

小・中学校等の公共施設の大規模改修や清掃工場の建替、臨時財政対策債の発行により増加し
ていた市債の償還が進みますが、児童相談所の建設や学校の建替等で新たな市債の発行もあり、
残高は1700億円前後で推移する見込みです。

普通会計ってなに?
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1709億円
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返済は大丈夫なの?

１５船橋市の財政状況

市債の返済金を「公債費」といい、市税などの一般財源で返済しています。
令和６年度の公債費の決算額（普通会計）は190億円で、市民一人あたりの金額は29,318円

となります。これは全国の中核市62市（平均38,544円）の中で16番目に少ない額となってい
ます。

今後も公共施設の老朽化や⾧寿命化への対応を行う必要があるため、引き続き普通建設事業
の優先順位付けを行うことで、将来の公債費の負担が軽くなるように取り組んでいきます。

※令和３年度の公債費は198億円と急増していますが、臨時財政対策債の償還費として普通交付税が追加交付され、
繰上償還を行ったことによります。実質的には171億円でした。

公債費の推移

今後の公債費の推移予測

※臨時財政対策債
の繰上償還分
／27.1億円
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同じ自治体と言っても、村や町から人口が100万人を超える市まで様々です。また、
自治体により必要とされる行政サービスが異なります。

特に、政令指定都市（千葉市など）や中核市（船橋市、柏市など）は、都道府県の

行う仕事の一部を行っているため、普通の市と比べると行っている仕事や必要となる

財源が大きく異なります。そのため、財政状況を他市と比較するときには、船橋市と

同じ中核市同士で比較します。

市には、急激な収入の落ち込みや、災害復旧などの想定外の支出の増加などに備えるための
貯金があります。これを「財源調整基金」と言い、毎年、決算の時に余ったお金（剰余金）等
から積み立てています。

財政状況の比較は「中核市同士」で

貯金はあるの？

船橋市の財政状況１６

基金残高の推移
（億円） （万円）
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財源調整基金では・・・
船橋市１人あたり3.2万円
中核市１人あたり3.0万円
船橋市23位／６2市中

船橋市の貯金額はどれくらい?
全基金残高推移

財源調整基金は中核市の平均以上にありますが、全基金残高で比較すると、市民一人あた
りの貯金は少ない方です。

その他の貯金はどのようなものがあるの?

全基金では・・・
船橋市１人あたり6.4万円
中核市１人あたり8.0万円
船橋市37位／６2市中

１７船橋市の財政状況

財源調整基金の他にも、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てる貯金（積立基
金）や一定額の貯金そのものを運用し、事業を行うための貯金（定額運用基金）があります。

（億円） （万円）

基 金 の 名 称 目     的
職員退職手当基金 退職手当の財源に充てるため
減債基金  市債の償還に必要な財源を確保するため
公園緑地整備基金 公園の整備、緑の保全、緑化の推進を図るため
福祉基金 地域福祉の増進に資するため
一般廃棄物処理施設等整備基金 施設の整備に必要な資金を積み立てるため
文化振興基金 文化の振興に資するため
森林環境譲与税基金 森林の整備及びその促進に関する施策の財源に充てるため
公共施設保全等基金 公共施設の計画的な保全や更新に必要な財源に充てるため
医療センター整備基金 医療センターの整備に必要な資金を積み立てるため
青少年健全育成基金 青少年の健全育成に寄与する事業を推進し、青少年の健全育成を図るため
高額療養費貸付基金 高額療養費の貸し付けのため
文化芸術ホール事業基金 自主事業を円滑かつ効率的に行うため

定額運用
基金

積立基金

114 147 244 241 210
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スクールカウンセラーの配置の拡大（９６４０万円）
全市立中学校へ県が派遣しているスクールカウンセラーに加え、市独自で新たに１１校へスクー

ルカウンセラーを配置します。

特別支援学校のスクールバスに位置情報アプリの導入（７７万円）
遅延等が発生した際に、バス停で子どもたちが⾧時間バスを待つことがないよう、市内全域を運

行する特別支援学校のスクールバスに、位置情報アプリを導入します。

窓口支援システムの導入（１億１６５３万円）
市民の利便性向上と職員の負担軽減につながる「迷わない・書かない・行かない・滞留しない・

途切れない」窓口を実現するため、本庁舎に新システムを導入します。

災害情報共有システムの導入（３５２万円）
災害対策本部での情報共有や意思決定、市民への情報提供を迅速化するため、災害情報共有シス

テムを導入します。

令和８年度の予算は、「人も まちも 輝く 笑顔あふれる 船橋」の実現を目指し、安心して子ども
を産み育てることのできる環境の整備や、児童・生徒への多様な支援体制の整備、教育環境の充実、
自然災害等への対策、都市基盤の整備など、社会情勢の変化や生じている課題に対応するために、
今取り組むべき施策を中心に配分しました。

ここでは、令和８年度予算に計上した主要事業を、自治体ＤＸに向けた取り組みと第３次総合計
画（※）基本構想の５つの「めざすまちの姿」ごとにご紹介します。
※第３次総合計画は「基本構想－基本計画－実施計画」で構成され、基本構想及び基本計画の計画
期間は令和４年度から令和１３年度までの１０年間となっております。

自治体ＤＸに向けた取り組み

令和８年度予算の主要事業

一人一人が自分らしく輝くまち

令和８年度予算の主要事業１８

小・中・特別支援学校給食事業（4億５５５０万円）
市立小学校・特別支援学校小学部は、国が示す「学校給食費の抜本的な負担軽減」を踏まえ、本

市の公費負担とあわせて無償とします。また、市立中学校・特別支援学校中学部・高等部の学校給
食は、食材料費のさらなる高騰に対応するため、本市の公費負担を引き上げ、引き続き質の高い給
食を維持します。

校舎等建て替え・増築事業（３０億３５５６万円）
海神中・宮本中・御滝中の校舎等の建て替えに引き続き取り組みます。また薬円台小学校は、建

て替えのほか、近隣の小学校が共同利用する拠点プール整備のための基本設計を実施します。

朝の子供居場所づくり事業（１３７８万円）
いわゆる「小１の壁」が全国的な課題となっていることを受け、保護者の出勤時刻等の理由で、

子どもだけで過ごす時間ができてしまう児童に対し、学校内で安心して過ごすことができる朝の居
場所づくりを推進します。

アーティストバンクサイトの構築（７０３万円）
市ゆかりの文化芸術活動を行う団体やアーティストとその発表の場を、一覧で誰もが検索できる

ホームページを構築します。



プレーパーク事業（９３万円）
屋外での遊びを通して、子どもの自主性及び創造性を育むため、市民団体等が実施するプレー

パーク活動等の費用を新たに助成します。

不登校支援事業（１８０６万円）
学校内外の機関等とつながりを持てずにいる不登校の子ども・保護者の悩みやニーズに対応する

ため、高根台児童ホーム２階の一部を改修し、子どもの居場所の提供及び相談業務等を実施します。

国家公務員宿舎跡地活用事業（９億６５２万円）
学校用地として取得した国家公務員宿舎船橋行田住宅跡地に、行田中・市立船橋高等学校のグラ

ウンドを整備します。

令和８年は、ヘイワード市姉妹都市提携 ４０ 周年を迎えることから記念事業を行います。また、
青少年健全育成基金（※）を活用して、高校生をヘイワード市へ派遣する費用を助成します。
※個人及び企業から青少年の健全育成に資する事業に活用してほしいとの意向で寄附を受けたことから、令和
7年度に新たに設置した基金

姉妹都市等交流・記念事業（１４８９万円）

文化芸術活動支援補助事業（４６３万円）
市民が主体的に文化芸術に親しみ、活動する環境がさらに充実するよう、団体・個人の自主的な

文化芸術活動を支援する新たな補助金を創設します。

住み慣れた地域で、健康で安心して暮らせるまち

医療的ケア児在宅レスパイト（家族の休息）事業（７９２万円）
在宅の医療的ケア児の看護や介護を行う家族の休息時間の確保を図るため、医療保険の適用外と

なる訪問看護を利用した場合に発生する費用を助成します。

令和８年度予算の主要事業 １９

船橋の全ての子どもの安全で安心な生活を守り、
健やかな成⾧と発達を切れ目なく支援する拠点と
して、令和８年７月に児童相談所を開設します。

また、これまで家庭児童相談室や子育て世代包
括支援センターが担ってきた児童福祉や母子保健
機能に加え、ヤングケアラー相談などを含め、一
体的に妊産婦、子育て家庭や子どもへの相談支援
を行う「こども家庭センター」を令和８年４月に
開設し、児童相談所との連携により、児童虐待の
発生予防体制を強化します。

児童相談所運営事業（１億６５７２万円）

医療的ケア児通所支援受入促進事業（８９９万円）
児童発達支援事業所等での医療的ケア児の受け入れ拡大を図るため、受け入れるために要した看

護師配置・訪問看護師派遣費用の一部を助成します。

▲ 児童相談所



快適で豊かに暮らせる、人と環境にやさしいまち

道路啓開計画の策定（５５８万円）
災害で道路が通行不能になった際、応急的に緊急車両の通行を可能にする手順等を定める道路啓

開計画を策定します。

都市計画道路の整備事業（１４億５５８７万円）
慢性的な交通渋滞を緩和し、円滑な道路ネットワークを構築するため、船橋市道路整備プログラ

ムに基づき、都市計画道路3･3･7号線（旭町工区）で事業認可取得に向けて設計を行います。また、
現在事業中の都市計画道路3･3･7号線（海神工区）など５路線で用地買収や道路改良等を行います。

「ふなばしメディカルタウン構想」に基づく海老川上流地区のまちづくり
（２２億１０２８万円）

「ふなばしメディカルタウン構想」の実現を目指している海老川上流地区のまちづくりについて、
引き続き土地区画整理事業の支援を行うとともに、東葉高速鉄道株式会社が実施する新たな駅施設
の整備等に要する費用を負担します。

市街化調整区域土地利用方針検討調査
（６２４万円）

市域全体で計画的なまちづくりを進めるため、市
街化調整区域について、地域の現状等に応じ、地域
ごとの土地利用の方向性を示すための調査・検討を
１０年度にかけて行います。

船橋駅周辺まちづくり構想策定事業（２０８７万円）
船橋駅周辺の計画的なまちづくりを推進するため、駅周辺の目指すべき将来像やその実現に向け

たまちづくりの方針、取り組みのイメージなどを示すまちづくり構想を９年度にかけて策定します。

令和８年度予算の主要事業２０

活力と魅力にあふれ、進化し続けるまち

▲ 海老川の桜並木

障害者（児）総合相談支援事業（１億２１７５万円）
グループホーム利用希望者に対して障害特性に応じたグループホームの情報提供等や、グループ

ホーム利用者や事業者からのグループホームに関するさまざまな相談に応じ、支援等を行うグルー
プホーム支援ワーカーを基幹相談支援センター「ふらっと船橋」に配置します。

桜の保全調査業務（１０００万円）
本市の象徴的な景観である海老川ジョギングロー

ドの桜並木を、将来にわたって維持・継承するため、
桜の保全調査を行います。

５歳児健康診査（４３０万円）
発達特性等の早期発見・早期支援につなげるとともに、生活習慣、その他育児に関する指導を行

い、幼児の健康の保持及び増進を図るため、５歳児健康診査を実施します。



命と暮らしを守る強靭なまち

東消防署薬円台出張所の建替事業
（１億９３８７万円）

東消防署薬円台出張所の移転建て替えの
ため、用地取得と基本設計を行います。

消防局庁舎建替事業
（１０億８５８万円）

老朽化した消防局庁舎を、国家公務員宿
舎船橋行田住宅跡地に移転建て替えします。
令和８年度は、新消防局庁舎建設工事を行
います。

既存建築物耐震診断・改修等助成事業（６２１２万円）
木造住宅の耐震診断・除却に対する助成上限額を引き上げます。

発災時の避難所等での生活環境の向上を図るため、葛飾小・高根台第二小・薬円台南小・三咲小
にマンホールトイレを５基ずつ整備します。

マンホールトイレの整備（３７２６万円）

避難所運営委員会活動支援補助金交付事業（６０万円）
避難所運営委員会の活動を促進するため、平時の委員会の活動経費の一部を助成します。

空家等適正管理促進事業（１２９４万円）
管理権限を持つ人が明らかでない空家等について、民法に基づく財産管理制度をより一層活用し、

解消を図ります。

▲ 新消防局庁舎（イメージ）
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マイボトル用給水機の設置（１６万円）
プラスチックごみ削減や熱中症対策を効果的に推進するため、マイボトル用給水機を設置します。

公園の整備事業（３億２８４４万円）
市民が身近な生活の中で豊かな緑を感じられるよう、（仮称）芝山第３調整池公園の基本設計、

（仮称）三山６丁目４号公園及び（仮称）田喜野井１丁目２号公園の実施設計を行います。また、
（仮称）丸山３丁目４号公園の整備工事を行います。

環境学習・啓発推進事業（９４万円）
スマートフォンアプリを活用した市民参加型の「生きものモニタリング調査」を実施し、継続的

に生き物の生息・生育状況の変化を把握します。



市では、（公益）千葉県市町村振興協会から
「サマージャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボ
宝くじ」の収益金の配分を受けています。

宝くじの収益金は、都道府県別の販売実績額など
によって配分されるので、購入は千葉県内の宝くじ
売り場で!!

船橋市
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発行／船橋市 編集／企画財政部財政課 電話／０４７－４３６－２１５２

市の財政に関する詳しい情報は、
市のホームページでもご覧いただけます。

https://www.city.funabashi.lg.jp/

トップページ 市政・市の紹介 財政（予算・決算）


